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帝釈台とその．周辺の古生層，とくに石灰岩層の

　　　．　　　　　堆積相にっいて

長谷晃・沖村雄二・横山鶴雄

Thc　UppαPaleozoic　F◎mユati◎Rs　iR　aRd　arouRd　Taishaku－dai，

chugoku　Massif，　southwest　Japan；with　special　Reference

　　　　　　　　　　　to　the　Sedimentary　Facies　of　Limestones
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　ABsTrutcT：　It　has　well　been　known　that　in’the　Inner　zone　of　southwest　Japan　there　are

seveどa玉葦s。韮ated！arge　masses◎舳e　Caどb◎n鰍o疑s。ρ¢m罐an　l三mest。轟e，　surrounded　by　contem－

poraneous　thick　s¢ries　of　sandstone，＄hale　and　chert．　An　ex孕mple　is　in　and　around　Tai。

s｝｝ak疑一己ai，　a　par重of£｝le　K三b圭峯）叢翫重ea縫，　Ce＃tra韮Cぬ犠9◎k讐・　　　　　　．

　　Two　distinctive　facies，　the¢6ntral　and　th¢margi甲1，　can　be　recognized　i臓the　limeston¢s

afid・tke。vα玉蜘9　da§重icτ◎cks◇f・Taishaku・戯・Tぬe　s繊瞭a凶y至s　as醸韮・w§圭捻asce轟d三捻9
　　　　　　　　　　　　　　■’
order．

　　C¢籍重ra三　£≡逢c三e§

　　　Dangyoke三．｛brmation（Endo’h1ra　zone），150　m。　thick：Character荘瓢ed　by　the　predomi．

擁a論ce。f　b3s1c　vo蒙㈱圭c　aRd　pyreclas｛ic　re¢ks，　w圭慮s徽e三継e鵬葦a重三〇捻・f玉圭mes給籍e．

　　　Eimy（）ji　f（）rmation（ルfillere〃a，　Profttsuli，te〃α，　F㎞〃’fπ8〃α　and　Fusul伽zones），150m、　thick：

Co聯◎§ed　exc匪秘s圭ve董y◎f搬ass三ve韮i蹴s鵬e．　　　　．

UyamanO　fbrmat三〇n（PSeUdeS‘hWager漁，　Pαγψ5撹麗ηα，翫o∫‘肋α9θ伽αand　Yabρina　zOneS），

40◎～5◎0搬．慮lck：Massive遷1搬e§象o無e。　A轟u鍛c◎轟｛b灘kア三s飢出¢base，　a捻d　a　hla繊s。

of　smaller　scale　is　also　inserted　betw¢en　th¢Parafusu’まπαandハ「eo∬hωa8erina　zones．

　　　Oshlga象謡｛b糠at沁簸〈｝”abeina　zonc），！00～300臨thlck　3　Masslve　b1ack　shale，　co無。

taining　lenses　of　limestone．　An　i賛・sorted，　heterogeneous　conglom¢rate　occurs　locany．

　　Marglnal魚cles

　　　Lower　Idaniyama　f（）rmation（E肋吻搬zone），200　m。　thick：　Ch¢rt　with　interca蓋ation

of　limeston（きand　basic　volcanic　rocks．

Upper　Idanlyama｛brmatio塩（Miiierelta，　Prefus麗lineiia　an轟F㍑3癬πε梅zones），2◎◎～

250m．　thick　3　Chert　and　limestone　repeated　in　various　thickness，　oft¢n　showing　a　grad¢d

bedd叢ng　as　in　thc乙ower　Idan三ya「na・

　　　Zenbutsujidani最）rmation（Psettdes‘hwαger’na　and「ParafusuEna　zones）and　Arito　fbrma・

tl。織（Ne・schwagerina　and｝励8伽zo簸es＞，4◎O～5◎◎搬．出藍ck：Mass三ve韮三靴戯◎勲e　w三出我

small　amount　of　chcrt．　An　uncon｛brmity　is　at　the　bas¢of　each　fbrmation。

　　　M縦ed議籍董長）rmat沁織（｝徳δ8融露z◎論o＞，　1◎◎0搬．士t撮ck：　Sa無ds給織¢aRd　sha韮e三識grad¢d

altemation，　succ¢cded　by　thick　sand3tone　with　a　conglomerate　at　the　top．　Sma111enses　of

璽韮mes｛DRe・ar¢圭駐d疑d¢d葦織幽c㈱，　a籍d　1ay㈱。f　bas蒙c　vol¢a轟韮C§雄d食C葦d搬f磁e　aご餓葦§◎三織一

tercalated，
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●

　　　Notab三yama五brmation：　Chcrt　and　thc　succeeding　siliceous　shale，　with　intcrcalation

of　acid　tumtc．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　Thc　microscopic　cxamination　of　limestones　from　more　than　60010calitics　shows　that　the

two　facics　havc　their　rcspcctive　suites　of　rock・typcs　concerning　thc　scdimcntary　pctrographic

features．　Thc　limcstoncs　of　thc　ccntral　facies　arc　mostly　sparry；oo・sparrudite　and・sparite

arc　dominant　in　Carbon脆rous　and　biosparruditc（cspcc1ally　fusulinc　biosparruditc）in

Pcrmian．　An　autochthonous　biolithitc　is　also　charactcristic　of　this　facies，　though　thc　occur・

rcncc　is　rathcr　limitcd。　Most　of　thc　Carbonifcrous　limestones　of　thc　marginal　facics　arc，

on　thC　contrary，　micritic；bio・micru曲c　and・micrite　rich　in　fragments　of　crinoid，　bryozoa

etc．　are　common．　In　the　Permian　marginal　fac三cs　dcvclops　a　calclithitc，　which　consists　of

pcbblcs　of　coritcmporancous　limcstoncs　as　wcll　as　thosc　of　oldcr　oncs，　cemcntcd　by　biomicritic

matrix．

　Judging　from　thc　distribution　or　macro・and　mic止o・facics　mcntioncd　above，　it　may　bc　con・

cludcd　that　thc　ccntral　facics　rcprcscnts　scdi：nents　on　rccfpropcr（probably　Iikc　a　table　rccf）

and　tllc　marginal　facics山osc　on　f（）1’c・rccf　slopc　to　ncar－rccf　basin．　Thcy　arc　60mbincd　to

f（）rm　an　organic　rcef　complcx　on　the　submarine　volcanic　mound．　Thc五hcics・dcvclopmcnt

and　thc　sedimcntary　history　arc　diagrammatically　shown　on　Platc　V，
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　　　・　　　　　　　　　　　　’1．ま　え　が　き

　帝釈台とは西南日本内帯に点在する石灰岩台地の一つで，広島県の北東・部，比婆郡來城町

と神石郡神石i町にまたがりジいわゆる古備高原の一角に位置している。石灰腸の分布範四は

短径（北東一南西）約11km，長径（北西一南束）12　km以上におよび，規模としてIII口県の

秋吉台や岡山県の阿哲台に匹敵する。石炭・ペルム系の代表的発逮地として，これらの石灰

岩台地が多くの研究者の研究対象となってきたことはいうまでもないことである。帝釈台に

っいても，化石に関しては，層古野（1937）の報告以来，半沢（HANzAwA，1941），藤本（1944）

の紡錘虫にもとつく分帯，矢部・杉山・江口（1943），湊（MINATo，1951，55；M！NATo＆

KATo，1965），横山（YoKoYAMA，1957，60），小西（KoNlsHl，1960）によるさんごの研究，遠藤

（ENDo，1957）による石灰藻の記載，赤木（AKAGI，1958a，　b）による海綿と紡錘虫および坂上

・ 赤木（SAKAGAMI＆AKAGI，1961）による蘇虫の記戟などがあり，また地賀一般ないし層序

・ 構造の面では，小倉（1921）の7万5千分の1地質図幅，望月　央の地質図（小林，1950），

横山（lg59，60）の報告などが公にされている。1960年代前半ころまでの知識は，藤本・

■
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撒（FuJ・M・T・＆IG・・1958）・C・・b・nifer・u・Resea・c駄S・b・・mmittee（1960）・長谷（1964）・

烏山（ToRIYAMA，1967）の論文の中にもまとめられているが，秋吉台や阿哲台の場合にくら

べると，化石の記載も断片的であり，分帯も精密さを欠き，とくに周辺非石灰質岩層をも含　　　N

めての地質の詳細については不明な点が少なからずあり，全体として研究が遅れていた。最

近にいたり，沖村（1966）と佐田（SADA，1967，69，72；SADA＆YoKoYAMA，1966，70）はそ

れぞれ小型有孔虫と紡錘虫による分帯を記載とともに進め，早坂（正IAYAsAKA，1966　a，　b，　c）

も各種化石をとり扱いはじめ，また河合（1967）は地質構造にっいて独自の見解を示してい

る。

　筆者らの一人，横山は，広島大学理学部および大学院理学研究科在学中，台地主部の古生

屑の層序・構造とさんご化石の研究を続け，その間に上述のような論文を公表し，また手記

として層相発述と構造発達を考慮にいれた全般的総括をも行なった。長谷と沖村は横山の研

究を引きっぎ，その基礎にたって全域にわたる調査を改めて実施した。調査は石灰岩層の詳

しい化石層序学的研究を目標としたのではなく，周辺に発達する非石灰質岩層をも含めての

層序・層相・構造の全容を把握しようとしたものである。とくに，最近，石灰岩の堆積岩石

学ないし古環境論的研究がさかんになり，秋吉台では太田（1968）がこの立場から新見解を

提示しているので，筆者らも，野外における観察に顕微鏡下での岩石学的検討を加え，この

両面から帝釈台の石灰岩層とそれに密接に関係する砕屑岩層の堆積相を明らかにし，堆積環

境を復元しようとした。研究成果の要点は短報としてすでに報告した（長谷・沖村，1971）

が，さらにその後の資料も加え，詳細をここに紀述する（2万5千分の1地形図帝釈峡・東

城・福永・油木参照）。

　本研究の遂行中，広島大学名誉教授今村外治先生には種々の指導・助言・激励をたまわっ

た。同大学中野光雄博士と中居　功博士には野外調査の一端に同行していただき，秀　敬教

授には火成岩の鑑定を援助していただいた。また宇都宮義也・野田睦夫両氏は卒業論文とし

て地域の一部を調査してくださった。九州大学松木達郎教授を代表者とする総合研究「地向

斜堆積物の総合的研究」のメンバーの方々からは，現地の巡検その他の機会に討論をV・tcだ

いた。薄片の製作にっいては広島大学高橋秀夫技官におおうところが多く，現地では東城町

役場・日東粉化工業株式会社・神石町赤木八寿人氏・同伊勢村　進氏から便宜をうることが

できた。以上の方々に厚く御礼を中し上げる。本研究には文部省科学研究費補助金の一部を

使用し，また金属鉱物探鉱促進事業団からは成羽川地域広域調査の一部として，農林省中国

四国農政局からは農業用地下水賦存調査の一部として調査費その他の援助をうけたことを明

記し，あわせて謝意を表する。

皿．地　質　概　要

　調査地域の主要部分を占め，標高500m内外の起伏のゆるやかな台地面（吉備高原面ある

いは中位侵食平坦面と呼ばれる）を形成する石炭・ペルム紀石灰岩層は，基底にいわゆる輝

緑凝灰岩を伴い，上位は頁岩層ないし砂岩・頁岩・チャート屑に移りかわる。台地申央を北

西一南東に貫流する帝釈川にそう断屑を境にして，南西側では石灰岩層が全体としてみると

水平に近い構造をとって広がり，輝緑凝灰岩は台地を開析した谷沿いに，頁岩層は台地上の
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高所にいずれも断続的にあらわれる傾向がある。上記断層の北束側は北西へ沈下した軸をも

つ半ドーム状構造をとり，中央部の石灰岩層と頁岩層を，衝上断層を介して，輝緑凝灰岩を

下位にし相当量のチャートを伴う石灰岩層がとりまき，そのさらに外側に砂岩・頁岩・チャ

ー ト層が累重する。砂岩とチャートは台地北西縁を画する中山性山地を形成している。

　石灰相古生界の南西側には，北西系衝上断層帯を間にお・いて，砂岩と頁岩を主とするペル

ム系（芳井層群）が分布する。断兎団帯には両側の古生界を構成する各租の岩層がサンドウィ

ッチ状に交互に露出している。地域の北束部でも，男断粘板岩を主とし壇基性お・よぴ酸性凝

灰岩を伴う特異な古生屈（倉木層，仮称）が，石灰岩層の上位に重なる砂岩・頁岩・チャー

ト層から北西系衝上断層で画されて発逮する。

　白亜紀のいわゆる硯石層群は地域の束部，河内から岡山県境にかけてややまとまった分布

をみせる。古生界を不整合にかわって水平に近くLT9なり，基底部には石灰岩礫場が顕著であ

り，やがて石灰岩礫を減じ雑色味を増しつつ上位の赤紫色凝灰質頁砦に漸移する。同じく県

境に近い岩瀬戸付近お・よぴ台地北縁に近い金原の残丘にも硯石層群の小分布がある。ここで

は基底礫岩は石灰岩礫をほとんど含まず，また赤色場の発逮が悪い。金原では下位に石英安

山岩を伴う。

　地域の南東部には古生界お・よぴ一部で硯石層群を被覆して白亜紀火山岩層が発逮する。河

内から郷谷にかけては安Ill岩・同質凝灰角礫者が，位田から須末にかけては流紋石英安山岩

質火山礫凝灰岩が主体を占める。これらの火山岩屑は調査範囲をこえてさらに南來方へ広が

るが，その下位に石灰岩層が潜在するであろうことを谷沿いの点在的露頭が示している。安

山岩ないし石芙安山岩は中央の台地上にもところどころ残存する。

　河内西方の政光・平田付近には閃緑岩体がある。腸相変化にとみ，主体は石英閃緑岩から

なるが，一部で斑栃岩相あるいは花醐岩相を示す。同租のものは栃峠・金原・銅山坂などに

もあらわれる。地域の西部には比較的均質な花脚岩の大揖体があり，閃緑呈｝類’とともに尉囲，

に著しい熱変成を与えている。以上のほか，古生層中には粉器・石英斑塒・珪長腸の小場脈

が少なくない。

　來城町の中心部に流れこむ来城川の木流と支流に沿う標高約450m以下の狭長な丘陵は，

礫岩・砂岩・頁岩からなる中新世の備北層群で構成される。台地上にはtt山砂利”層に比較

される更新世め礫層が小範囲に残存しているところがあり，また玄武場の小ドームもある。

上紀備北層群として一括したものの中に“山砂利”層が謬ξって含まれている可能性もないで

はない。

III．層 序

　基底部の塩基性火山岩類お・よぴ一部で互層ないし側方移化関係にあるチャートも含めて，

帝釈台に発達する石灰岩体を帝釈石灰岩層群と総称する。この上位に重なる砂宕・頂岩を主

とする累層は，最上部近くにチャートを伴ってはいるが，一括して上位砕冊岩層群と呼ぷ。

野外における巨視的な岩相上の特徴から，これらの中に中央相と周縁相の相対立する2相を

区別することができる。　約600地点から採集した石灰岩の顕微鏡下での堆積岩石学的性質

も，これに対応してそれぞれに特徴がある。中央相は帝釈川に沿う北西系断層一帝釈断層

ノ
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一
の南西側一帯，および北東側では半ドーム状構造の巾央部，すなわち犬瀬付近から河内

にかけ地膚の走向に平行に半円をえがいて走る衝上断層の内側を占め，周縁相は帝釈断層の

北東側で上紀衝上断層の外側をおもに占めている。両相の識別は比較的容易であるから，お

のおのについて第1表に示すような岩相層序区分を行ない層名を付した。すなわち，下位か・

第1表　帝釈台の古生層の屑序区分

’

化石帯
長谷・沖村・横山（1974）

横山（1959，60）　標準
地質系統 総称 中央相 周縁相

AKAGIα9581Carb．Res．Subc，

　　　α960）
河合（1967）

雛 野旅山層 野旅山層 川
西
層

⇔

4　
　
β
暫
J
　
血
ロ

球磨
Yabeina 押ケ谷層 龍谷層

曲
宇
山
層
群
1｝硲解・保元層 宥頭層 イ纐層

ペ

　
ル
　
ム
　
系

宇山野層1 宥頭層
一杯水層 一杯水層

－
　
　
　
菖
幡
　
　
党
錘

赤坂
賛eo・

schwagerina
（欠）’ （欠）

宥頭屏・切分解・

　　　一里塚層
宇
山
属
群

鍋山 Parafusulina

東
宇
由
層
群

？
宇山野膚・
　　諸野層 諸野層宇山野

　暦・

禅仏寺谷

　層
下
　
部
坂本沢 Pse疑δ0・

scLwagerina
宇那田層・禅仏寺
　谷膚・押ケ谷層

三原野屑 三原野層

氷川 T”1縫奪1総s （欠）
（欠） 為平層

（欠〉， 為平層

帝
釈
石
灰
岩
層
群

？

栗木 F鱗s讐11轟a

帝釈層上

　
　
部

秋吉 Fusulinella

帝
釈
川
層
群

帝
釈
川
層
群

為
重
層

石
　
　
炭
　
　
系

阿哲
Pro・
fusulinella

永明専層 上部
猪谷山脳

永明専層倉
迫
膳

ヨ善

谷

山
層

永明寺層

上宝 Mmerella 断魚渓層
断魚渓層・
　．為重層

鬼丸 E矯d。t為ym 断魚渓摺 下部
猪谷山膚

下
部 大平

＊はL“め下部ペルム系とされたが，のち石炭系に訂正

ら順に中央相では断魚渓屑・永明寺層・宇山野層。llltケ谷屑，周縁相では下部猪谷山層・上

部猪谷山層・禅仏寺谷層・宥頭屑・前谷屑・野旅山屑力｛これである。宇山野層まで訟よぴ有

頭層までが石灰岩層群を，それ以上が砕暦岩層群を構成し，石炭系とペルム系の境は宇山野

層お・よび禅仏寺谷層の基底にある。岩相層序区分ξ暦名にっいては，これまで同物異名。異

物同名などの混乱や，化石帯ごとに層名をかえるといった化石層序区分との混同があった。

その中で横山（1959）の区分は地質図をそえて比較的よく各層を定義づけているので，ここ

ではできるだけそれに従った。ただし，不整合を境にして石炭系の部分とペルム系の部分の

2層群に分けられている石灰岩体は，分布・岩相上，全体として一まとまりの発達をみせて

いるので，秋吉台の場合のようにヱ層群として扱い，その中の細分については，やや煩雑に

すぎる点を整理するとともに，必要に応じ定義の変更を加えた。従来の層序区分のおもなも

のとの比較も第1表にあわせて示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　’　、

　以下，各癬について紀述する（図版1～m＞。
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　　　　　　　　　　　　　　　　A　帝釈石灰岩層群

　1．　断魚渓層・下部猶谷山層

　　a　断魚渓層

　帝釈。犬瀬間の帝釈峡とその西側支谷のおもに谷沿いに断続的にあらわれ，断魚渓が模式

地とされているが，よりまとまった分布は地域の南部，永野一一帯（火の首・立石・上組・介

迫付近）にある。塩基性火山場類を主とする累層で，一部に石灰岩を伴う。火山岩類は細

粒・緻密でしばしば杏仁状構造を有する玄武謎｝質溶岩ないし凝灰岩で代衷されるが，火山岩

塊や火山礫を含むものも少なからずあり，また場互ぜ的には輝緑岩といった方がよいところも

ある。枕状溶場らしい構造を残しているものや，ガラス質の同質措片だけからなるハイアロ

クラスタイト様のものもときにみられる。暗赤紫色・暗緑色・暗灰色・雑色などを至し，概

して無層理・塊状である。永野上組では，火山角礫揖ないし集塊岩中の揖片として玄武揖の

ほかに粗粒の斑栃場が含まれ，付近には，角礫21｝中の大器塊か単独の揖体か産状は不明であ

るが，圧砕構造を一4Sする斜長宕も産出する（類似のものは上記角礫呈｝中に小kl｝　｝　i’としてはい

る）。石灰濫は本層の比較的上部で火山噴山物と互層する。このようなところでは，凝灰岩

はときとして層理を示し，また火山1’Sのほかに石灰場の礫も相当量含む細礫～中礫質火山礫

岩が発逮する。石灰岩もしばしば凝灰質となる。

　層厚は，走向・傾斜を測定しうるところが少なく，測定しえても変異にとむので，厳密な
　　　　　　　　　　　　　算定はできないが，全体としてきわめて緩傾斜であることから判断すると，永野付近で150

m穫度（下限未1洋）であろう。

　　b　下部猪谷山層

　猪谷山・烏賊塚・為重谷の一帯に衝上断層で下限を画されて分布する。友末以南の来城川

に沿っても断続的な小露出がある。横山（1959，60）の猪谷山層の下半部に相当するもので，

チャートを三ヒとし石灰岩わよぴ塩基性火lil饗類を伴う。断魚渓層とは火山噴出物が減少し，

かわってチャートが発逮することで区別される。猶谷山から烏賊塚にかけては，数cmから

数10cm程度の厚さをもってよく成層する乳白色，ときに帯緑～帯赤紫色チャートが卓越し，

この間にかなりひんぱんに火山噴出物が挾イt三される。火山噴出物の個々の層は概して薄いも

のであるが，下部ではやや厚みを増すところがある。一部に火山腸と石灰岩の亜角劇ことむ

淘汰不良の火111礫君も伴われる。石灰岩一しばしば凝灰質一もレンズ状にはさまれるが，

そう多くはない。為重谷では最下部に輝緑岩質摺石のかなり顕著なものがあり，この上位に

含石灰岩礫火山礫岩と凝灰質石灰岩の互層が重なる。ここではチャートは貧弱である。来城

川では巨礫大までの石灰岩礫を含む火山礫場と級化層理を示す石灰岩・チャート互層がみら

れる。

　全体の層1享は露出する範囲で最大200m程度である。

　帝釈川上流の畑・始終郷・始終名越付近，お・よぴ地域南西縁の芳井層群との間の境界断層

帯にも塩基性火山岩層があり，岩相上，一部は断魚渓層に，一部は下部猶谷山層に類似する。

始終郷および芳井屈群に接する野呂付近では相当：Elの頁岩。シルト岩・砂岩が伴われること

に注目すべきである。

　断魚渓層と下部猪谷山層からの有孔虫化石は第2表に示す。沖村（1966）は為重谷で下位の
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第3表　帝釈台産有孔虫化石：上部
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Endostaffella　delica．ta　；IIFと上位のMediocris　inediocris　・l　i｝を識別したが，この区分を調査地

域の全体に及ぼすにはいたっていないので，本論文では一括してE〃40疏劃σ帯とした。この

帯は藤本（1944）のS’ψ11α一1肋8α’ρρ13夕11謬〃〃帯に対応するものであり，さんごについては

湊（MINATo，1951，55），横lil（YoKoYAMA，1957）の肥載もある。はじめ藤本にようてVisean

に対比された本帯は，のち湊，横山，Carboniferous　Research　Subcommittee（1960）1こよ

りBashkirianに改められた。これに対して沖村は，小型宥孔虫化石群からEndothyra帯

の主部はViseanに，最上部はロシアのNamurian（西欧の最下部’　Namurian）に対比され

ることを主眼した。最近，佐田（SADA，1969）も有孔虫を記載し，飛騨山地のEoε∫励〃a

加2〃η0γ認帯の化石群に比較されるものとしている。

●

　2．　永明寺層・上部猪谷山層　　　’　　　　　　　・

　　a　　7」く1り」寺JgYi

　帝釈の永明寺付近から峡谷沿いに犬瀬にかけてと，永野市場・和田付近から下帝釈峡をへ

だて向谷・郷原にかけてとに広く分布する。断魚渓層上に整合的に重なり，もっぱら無層理

・塊状の灰白色（ごくまれには陪灰色）石灰岩からなる。上記地帯より西方の台地を構成す

る石灰岩は，結品質で化石も残っておらず，もともとの組成・組織も不明のところが多い

が，その中でかなりのものは，火山岩層上に累重することからみて永明寺層に属するであろ

う。永野の神竜湖南西端付近では，Millerellaで特徴づけられる部分に接して，　PrOfitsic・

linellaの産出がなく，　Fusulinellaで特徴づけられる部分がくるところがあり，化石帯の分

布から不整合が想定されるが，局部的であってあまり追跡できない。

第4表　帝釈台産イ∫孔虫化石：上部猪谷山・永明守層（P∫ψ側’f〃6〃4帯）
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　層厚は，ごく緩傾斜であるとみて，永野・帯で概算150111程度であろう。

　　b　L部猪谷lll層

　猪谷山・烏賊塚・為重谷・東城川の・帯にド部猪谷lilllYlと並んで露出する・永り侍層とは

チャートを相’「仙ヒ伴うことで区別され，石灰岩とチャートの種々の割合のtil層からなる・横

山（1959）の最初の定義になる猪谷山層は，最L部に7万〃cゴ！‘ぞs，1’seudof　ttsulinaを産しペ

ルム系とされたが，この部分を切り離せば石炭系となり，火山噴出物の挾在の有無によって

ド部とL部に2分しうる、，石灰岩とチャートのわのわのは単独でやや厚層1こわたることもあ

るが，両κが数cmないし1m内外の厚さをもってひんはんに交Illする場合が少なくない

（策1図），，また石灰岩中に薄層として，あるいはレンズ状・ノヂ’ユール状・リボン状など

笛1図　砕屑性イ1〃ぐ岩とチャートの”1層，ヒ部狢谷山層（ルlillerelLa帯），東城川沿岸河内付近

種々の不規則な形をとってチャートが含まれるもの，逆にチャート中に同様の形態で石灰岩

が含まれる4，のもよくみられる、，東城川の河床では，粗粒砕屑性石灰岩一細粒砕屑性石灰岩

　チャートとくりかえすll：層で，級化層理を示すところが観察される。チャートはしばしば

石灰質生物遺骸（海百合・腕足貝など）や石灰質岩石の微小破片を含み，このようなものが

風化すると，多孔質のいわゆる軟珪石と呼ばれるものになる（ド部猪谷山層にも同様のもの

力藩，る）t）石灰岩中に小塊として含まれるチャートには，鏡ドで観察すると，石灰質化石片

の周囲が蚕食されて石英微粒に置きかえられ，化石片を充墳する基質部も方解石微粒と石英

微粒の集合から左っていて，石灰岩の：次ri9交代によるとみなしうるものがある・しかし，

珪質生物の刺の密集した￥，の！，別にあるから，ある程度の厚さをもつチャートの多くは一次

的なものであろう。

　猪谷山から烏賊塚にかけては，　ドからLまでの全層がときに石灰岩の小レンズを含む成層

した乳白色のチャート，あるいは場所によっては石灰岩とチャートの細圧層で代表される
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が，為重谷では最下部（Millerella帯）にだけ細互層が発達し，主部（Pプ⑳s〃1勿611α帯・

FecsaJinella帯）は無贋理の石灰岩からなる。沖村（1966）は為重谷におけるMitlerellc帯

とEndothyra帯の分布状態から両者の問に不整合を推定しているが，確証はない。東城川

でもMi〃erelia帯の部分は石灰岩とチャートのひんぱんな互層　（まれに淡緑色凝灰質石灰

質岩の小レンズを含む〉で代表されるが，上位に移るにつれてチle・－1・の挾在は減少する傾

向がある。為重谷や東城川では一部（とくにFUSttlinella唱｝）C：石灰岩礫岩もある。

　屠厚は猪谷山一烏賊塚で最大25◎m，為重谷一來城ノllで2◎Om程度である。なお・，帝釈

断層の南西側でも畑・始終郷・竹渡などに，岩相上，上部猪谷山層に比較されるものが局部

的に露出している。

　永明寺屑と上部猪谷由層のおのおのは，第3～5表に示す化石からもわかるように，

Millerella，　Prqfusulinella，　FttS”linellaの3帯を合わせたものを代表し，　F”sulina帯に

相当するところも前者の一部ではみっかっている。紡錘虫にっいては佐田（SADA，1967，72；

SADA＆YoKoYAMA，1970）の，さんごについては横山（YoKoYAMA，1957）らの記載がある。．

分帯は全域にわたってはまだ完了しておらず，また煩雑にもなるので，地質図に帯ごとの区

別はしていない。Carboniferogs　Research　Subc｛）mmittee（196◎）はFecsalixella－　Fusecgina

帯の部分を帝釈層として永明寺層（PrOfusulinella帯に対比されだ）から分離しているが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

岩相膚序区分としては差を認めることができず，一括する方が妥当であろう。同じ論文の為

丞層は下部一上部猪谷山層の一部にほかならず，また横山（1959）の倉迫層は断魚渓層と永

明寺膚に分けることが寸能であり，いずれも独立の層序単位とする必要はないであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　3．宇山野層。禅仏寺谷膚・有頭層

　　　a．宇山野層

　宇山野呂の一円に，下部猪谷山層に外側をとりまかれ半ドー・ム状構造の中央部を占めて分

布する。これとは中新統の被覆でへだてられて，南東方，三原野呂および宇那田付近にもか

なりの露繊があり，また名倉付近の台地を構成するものも，多くは結晶質であるが本層に属

するであろう。無屑理・塊状，灰白色の石灰岩からなり，局部的に石灰岩礫岩を伴う。第6

～9表に示す産出化石から，Psendosckwagerina帯・Parafttsutina帯・Neosckwagerina

帯（上半部）。Yabeina帯をあわせたものに対比される◇横山（1959，60）はPseudosch・・

ωα967勿α帯の部分を宇那田層，Neoschwagerina帯←ParafttS〃1ina帯？）の部分を一里

塚層と呼ぴ，赤木（AKAGI，　1958a，　b；SAKAGAM1　＆　AKAGI，1961）はP56鐸403‘ゐ鐙㎎6擁π8帯

　・P灘吻sκ1勿α帯・Neoschwagerina帯の各部分をそれぞれ三原野層・宇山野層（諸野層）

　・一一杯水層としている。しかし，化石帯ごとに層名をかえるほど岩相は異なっていないので

本論文では一括し，またYabeina帯にまで及ぶものとして，全体がよくそろヴて発達して

　いる宇山野呂の名をとり宇山野層とした。分帯はまだじゅうぷんでないが，大局的な構造を

示す意旅で，おおまかな帯ごとの分布を地質図に示した。なお，Ura！ialtとされた横山

　（1961）の為平層は進化した型のTriticitesを産し，下部ペルム系とすべきものである。

　　宇那田付近では，永明寺屑の石灰岩上にPseudoschwagerina　U｛｝の灰白色石灰岩が重なる。

・ 永明寺層はTPtiticites帯を欠如している（Fusecli”aを産するところはあるが，その分布も

　ごく局限される）ので，Pεθ〃40so伽α即7伽屠書｝の基底には当然，不整合が想定される。た

ノ
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第6表　帝釈台産イ∫孔虫化石：禅仏寺谷
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Pach　pPhloia　sp．

Atntnedisctts　sp．

Ozawainctla　sp．

StaSTelta　sp．

　＆加う87’8〃αsP．

　T・みり，deni（OZAWA）

　T・　SUZtrkii（OZAWA）

T．tantuta　TORuyAMA

　T♂sp．

BOtdtonia　sp．

？　×　×　？
　　　　×
×　×　×　×　×　×　×

加めαrまπ6〃α㈱icaiis（L跳）

ScJこωagerina　ok｛朔ii　ToRw醐へ ×

8・25α’・f（OZAWA）

ε．sp． 2

Pseudoschwαgeri，m　sp。

Psettdgゾitsuiina．sp。

Chtrscn¢縫αsp．

だし，石灰岩の大部分は非礫岩質である。同様の累重関係は下帝釈峡をへだてた天瀬北來で

も認められる。．帝釈のすぐ南では，塊状石灰燐上に淘汰不良の石灰岩角礫場が重なるところ

があり，角礫岩の基質はしばしば黄褐～赤褐色を呈し，残留土壌に起源があることをおもわ

せる。ここではやや紬冊1質で化石を見いだしていないが，わそらく永明専層と宇山野層問の

不整合が示6れているのであろう。

　宇山野呂では，南麓部から台地中部にかけてPsetedoschwagerina帯とParafiesi｛liita　；li｝

が分布している。灰白色・非礫岩質石灰岩が主体をなすが，西縁部には石灰岩礫岩も発達す

る。非礫岩質石灰岩からなるPs6〃do50加〃og〃伽α帯は三原野呂にも広がる。宇山野呂・三

原野呂．とも石炭系はあらわれるにいたっていない。Pεα‘40so加〃㎎67∫〃σ帯からは，石灰藻・

紡錘虫・海綿・さんご・蘇虫・腕足貝・二枚貝・巻貝・頭足類・三葉虫などを含む多彩な化

戸の酬蹄り（早坂’西川・1963；HAYA・AKA・1966・）・その中の若干のものはすでに繊

■

／
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・宇山野層（Pseudeschωagerina帯）

Upper　Pseudoschωα9eri照z．

Zenbutsujidani£ Uyamano£

　　c刈　　　一　寸

卑キ㊤琴琴　　　　二隠　　　　專孚辱

lllllll謝ll韓1講霧1
卜　寸　り　LO　N－　　・一　　一　　9－G　αつ　e◎　　　　　・

醸醸蚕論畠畠畠自日’目患

×

×

×

×

×

t

’一

もされている（YABE，1949；ENDo，1957；AKAGI，1958a，　b；YoKoYAMA，1960；SAKAGAMI＆

AKAGI，1961；MINATo＆KATo，1965；HAYAsAKA，1966　b，　c）．宇山野呂の北部はNeosch－

wagerina帯とYabeina帯で構成される。この部分も非礫岩質石灰岩が主であり，石灰岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

礫岩は局部的にしかみられない。ハをoso伽σ塵7勿α帯はこの属の進化した型のも．¢）を含み，

N．　cratiCttlifera帯は欠けていてN．　dezevillei・N．　Margaritae帯しか代表しないとみてよい。

したがって基底には不整合を想定しうる。縁辺部の金代・相原付近ではPseudoschwagerina

帯上に直接Neoschwagerina　；ll｝の石灰岩礫岩がのるところがある（Yabeina帯がPseudosch－

2〃og87初α帯あるいはP灘ψ‘S〃1伽σ帯上にのる場合もあるらしい）。なfO’　一一杯水・為重谷付

近では，赤紫～緑色塩基性凝灰岩（石炭紀前期・同後期・ペルム紀前期の各石灰岩礫を含む）

と黒色頁岩がハ砲050伽〃㎎θ7伽σ帯rl1に少量はさまれる。

Yαbe伽α7襯‘ltiseptata㈱霊‘ltiseptata，　Y．襯eltiseptata　shiraiwe｝tsis，　Y．　elongataなどで
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第7表　帝釈台産有孔虫化石：禅仏寺谷・宇山野層（Parafusulina帯）
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特徴づけられ（SADA＆YoKoYAMA，1966），その他さんご（YoKoYAMA，1960；MINATo＆
KATo，1965）や石灰藻（ENDo，　1957）の診詮出毒痴られている保元層（横山，1959）は，禅仏

寺谷束方に模式的にaSSIIIする灰白～暗灰色・非礫岩質石灰岩からなる層である。模式地での

厚さは約100mで，上下を黒色頁岩にはさまれる。この石灰岩は，南方にむかっては頁岩・

石灰岩などの礫を含む淘汰不良の礫岩中に尖滅し，北方では金原北西まで述続し，断層では

さみこまれた下部猪谷山層を問において，さらに金原北來へ広がる（この部分は多くは結品

質である）。黒色頁場と礫燐は次章に述べる押ケ谷層を構成するものである。　したがって，

いわゆる保元屑の石灰器はここでいう，宇山野層の最上部に相当し，押ケ谷層と指交関係にあ

るものをさしていると考える。

　宇山野呂での宇II！野層の企層厚は，構造の詳細が不明なので正確には算定しえないが，化

石帯の分布から水平ないし北へ緩傾斜とみて，400～500m程度であろう。

　　b　禅仏専谷層

　帝釈峡の雌橋から北へ禅仏守谷・イ∫頭とのび，後谷付近では結品質のため明らかでなくな

るが，ふたたび為重谷にあらわれ，さらに束城川に沿って羽場・下滝・河内と続く。ほとん

どが石灰宕礫場からなることで宇山野層と区別される。チャートを伴うが，下位の上部猪谷

山層にくらべれぱ最がはるかに少ない。横lll（1959）はPsettdosch　wagerina帯だけに相当

するものとしたが，上部はParaft‘ε2〃伽α帯にまで及ぷので，その部分も含めて禅仏専谷層

とする（第，6・7表）。石灰拙礫場は細礫～中礫大・ときに数cmをこえる石灰腸の角礫ない

し亜角礫を石灰質基質が充鎭するもので，同時礫のほかに石炭紀石灰措の礫が混在し，まれ

には塩基性火山措類の礫も含まれる。基底部では，基質がいくらか凝灰質のところや，残留

土壌起源をSsもわせるところがある。チャートは，とくに禅仏寺谷・イ∫頭付近に乳白色を呈

しよく成層するものがはさまれるが，連続性はよくない。

　沖村（1966）は為重谷で，中租度の傾斜を示す石炭系の上にP5α‘40ε01〃〃01987∫，zα帯がよ

り緩傾斜をもって分布することから，両者め間に斜交不整合を推定した。禅仏寺谷付近では，

上部猪谷山層のチャートの上にPseZtdosclzwagerina　；117の石灰腸礫岩があって，境界は画然

としているが，斜交的かどうか明確でない。地域全体としてみると，禅仏寺谷層の分布は石

炭系とむしろ平行的である。ただし，乃漉6漉ε帯とオ。・そらくはFieSteliiia帯も欠如してい

るので，不路合の存在することは闘迩いない。帝釈川上流の畑・始糸冬郷問では，一部で塩基

性火111岩層にすぐ接してPsettdoscli　wagerina　；llFの石灰緒礫器があることに注意したい。

　層厚は最大300～350m程度である。

　　c　イi頭層

　禅仏寺谷層の上位にこれと並んで露出する。地域南部の三坂位田付近にも白亜系と中新統

に被覆されて小分布がある。大部分が石灰岩礫岩からなることにおいて下位層とよく似てい

る。ただ，禅仏寺谷層の石灰岩礫岩にくらぺると，イ∫頭層のものは暗灰色泥質石灰岩礫をか

なり含み，全体としての色調が暗色をわびる傾向がある。もちろん，同時礫のほかにペルム

紀前期や石炭紀の石灰岩礫も混在する。上部に近く，チャートないし淡緑色・細粒緻密・珪

質の酸性凝灰質岩を伴うことがあり，雌橋付近では石灰岩礫岩と互層し，また無色頁岩とも

細互層をなす。この部分を横山（1957）は切分JFiと呼んだが，とくに区別する必要はあるま

いo

i
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　本層はハTeoschwagerinaの進化した型のものを含み，　N．　dOttvillei・N・〃margaritae帯に対

比される。　しかし，一連の石灰岩礫岩の中で，上部ではYabeinaを産するところもあるか

ら，次記前谷層と一部，指交関係にあるものとみなされる。宇山野屑の場合と同様，N・　crati一

α‘1加7α帯は欠如している（第8・9表）。下位層とは分布上ほぼ平行的であるが，始終郷

付近では，禅仏寺谷層相当部がきわめて薄く，さらに上部猶谷山層上に直接，Noosch　〃v　age・

7勿σ帯がのっているとしかみられないところがある。

　層厚は約100～150m強である。

B　上位砕屑岩層群

　1．　押ケ谷層。前谷屑

　　a　押ケ谷層

　宇山野呂の西部，為平付近から南へ郷谷・犬瀬にかけてと，東城川沿いに友末付近から宮

原へかけてとに分布する。横山（1959）は宇山野呂に露出するものに木屑名を与え，これを

下部ペルム系としたが，証拠はなにもあげていない。無層理の無色頁岩からおもになり，場

所によって礫岩の著しい発逮がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　宇山野呂の西部では無色頁岩が広くあらわれ，ときにわずかに細礫質礫岩ないし砂岩を伴

う。細礫質礫岩は頁岩の微少破片にとみ，石灰岩片もその中に散点する・來城川沿いでも頁

岩が主体をなすが，ここでは石灰岩レンズの挿入がかな玲目だつ。．レンズの大きいものは厚

さ50m近くに及び，灰白～暗灰色・非礫岩質のものからなる。一部にチャートおよび塩基

性凝灰岩を薄くはさむところもある。礫岩は郷谷付近にとくによく発達する。淘汰は不良で，

細礫～中礫大，ときに数cmをこえる角礫ないし亜角礫（大礫は円磨される）からなり，礫

種としては頁岩と石灰岩が多く，流紋岩ないし流紋岩質凝灰岩がこれにつぎ，その他チャー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト・玄武岩質岩石・圧砕酸性岩なども含まれる。基質は砂質～シルト質である。

　層厚は宇山野呂・東城川で100～150m程度，礫岩の顕著な郷谷付近では300mをいくら
　　　　　　　　　へ
かこえると推定される。ただし，走向・傾斜を測定しうるところが少ないので正確さを欠く。

　犬瀬・郷谷・束城川などに挿入される石灰岩レンズはYabeina（Y．〃m2eltiseptata　shirai．

ωenSiSないしその近似種）を含み，束城川では下位に累重する宇山野屑の石灰岩からも同

属を産するところがある。また，すでに述べたように，いわゆる保元層の石灰岩は黒色頁岩

に挾在され，礫岩中に尖滅する形をとっている。したがって，押ケ谷層の少なくとも主体は

Yabeina帯に対比することができる（第9表）。・一方，為平付近では宇山野屑のPseZtdosch一

ωagerina帯一Pα7げ鋸π1伽α帯の部分の上に押ケ谷層が重なってくるようにみえる。すな

わち，Schubertella，　Triticites　？，　Schwagerinaで特徴づけられる石灰岩，また場所によって

はPa　raf　usulinaで特徴づけられる石灰岩の上に，ほとんどへだたりをおかず頁岩があり・

しかも後者の最下位近くに含まれる石灰岩ノヂュールからはSZtmatrina，　Neosckwageriiia

しかみつかっていない。それゆえ，本層はここではNeoschwagerina帯まで下がる可能性も

でてくる一あるいはこれを】labeina帯とすれぱ，かなりの地層の欠如を想定しなけれぱ

なるまい。断定を下すには化石資料が不足している。

　帝釈断層以西のお・もに結品質石灰岩からなる台地上にも，頁岩を主とし砂岩を伴う押ケ谷
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層類似の地層がところどころにあらわれる。帝釈では明瞭な石炭系の部分からあまり距離を

おかないで頁岩がのるところがあり，ここからはYabeinaの産出が報告されている（横山，

1959）。

　　b前谷層
　帝釈峡の雄橋来方から北へ前谷・風防地とのび，さらに束へまがって戸宇・川西・川lt！一一’

帯に幅広い分布を示す。地域南部の位田・郷原付近にも露出がある。宥頭層上に監合に重な

り，下部と上部に2分される。赤木（AKAGI，1958　a，　b；SAKAGAMI＆AKAGI，1961）の有頭

層はここでいう前谷層に相当する。

　下部：　砂岩と無色頁宕の五層で特徴づけられる。互層には各単層が数cmから数10　cm

の厚さをもってくりかえすものが多く，しばしば級化層理が観察される。澗に頁岩の薄層や

葉層をはさんで比較的厚く成層する砂岩もあるが，全体としてみるとむしろ頁岩が優勢であ

る。このような互層の発達，したがって成層状態の良好さで押ケ谷層とは区別される。厚さ

にしてふつう数mをこえない程度の石灰宕礫岩レンズが相当数はさまれる。この石灰岩礫岩

は泥質基質をもち，礫には下位化石帯の各租石灰岩のほかに頁岩や玄武岩質岩石も含まれ，

右頭層のものより全体としての色調がさらに暗く，また相対的に細粒で淘汰もよい。前谷お・

よぴ下川西では，イ∫頭層に接ナる部分にチャートないし淡緑色・細粒・珪質の酸性凝灰質岩

を伴う（より上位でも凝灰質岩と頁岩が細互層をなすところがある）。前谷では，杏仁状構造

の発達する玄武岩（一部枕状溶岩様）もはさまれるが，連続性はよくない。

　前谷層下部の厚さは50m強から300m前後までの間で変化する。前谷以南では薄く，以

来では厚くなる傾向がある。

　上部：　砂器を主とする厚層で，頁岩は無視しうる皿しかない。砂器は細粒ないし粗粒，

ときに細礫質，概して塊状で，鏡下でみると，石英粒のほかに長石粒と落｝片にとみ，粒の円

磨度は悪く，淘汰もあまり良好でない。肉眼的にも粗粒のものでは頁場の数mm大の破片が

よく観察される。一部に頁塔の薄層をはさんで成層するものがある。石灰岩礫岩レンズの挿

入は下部層におけるよりも減少する。野旅山から風防地にかけては，最上位に近く細礫～中

礫質礫岩が追跡される（風防地でとくに顕著）。礫種としてはやはり頁岩が多く，ついで石

灰岩がかなり散在し，その他チャート・流紋岩質岩石・安山岩賀岩石・玄武岩質岩石なども

あり，岩質は押ケ谷層のものに酷似する。帝釈束方・風防地・川西では，ほぼ中位層準を占

めて，赤紫～暗緑～陪灰色を至し杏仁状構造の発達する玄武岩（一部輝緑岩質，Jlt斜輝石を

含む）がはさまれる。厚いところで100m弱はあり，断続的ではあるがかなりよく追跡さ

れる。

　前谷層上部の厚さは，野旅山・前谷付近で概算600m程度であるが，北オ。・よぴ來にむかっ

て厚くなる傾向があり，川西では1，000mをこえるのではないかと推定される。

　前谷層は下部・上部とも，石灰岩礫岩からYabeina　7nttltiseptata　shiraiwensisないしそ

の近似租を産出するので，全体としてYabeina帯に対比される（第9表）。

　2，野旅山層

　野旅山から鴨居・槻風呂山にかけ，また戸宇北方から焼火山・川東にかけ，半ドーム状構

造の最外側部を占めて露出する。下位に位置する前谷層とは，岩相は急変するが平行的な分
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布を示し，おそらく整合関係にあるであろう。

　最下部にはよく連続するチャートが発達する。乳白色あるいはしばしば赤色を呈し，多く

・は塊状であるが，頁岩とさまざまな規模で互層したり不規則に移化したりする場合も、ないで

はない。厚さは野旅山で100m程度，鴨居や東城町市街地北東では最大300　m前後に達す

る。この上位に，やや珪質の頁岩ないしシルト岩を主とし少量の砂岩を伴う部分が重なる。

上限は断層で切られているが，鴨居付近で300m程度の厚さのものであろう。チャートに伴

い，あるいはさらに上位屑準にも酸性凝灰質岩がときどきはさまれる（1薄片でパンペリー

石・ブドウ石の細脈が観察された）。細粒砂岩と頁岩あるいは頁岩と凝灰質岩の級化細互層

がみられるところもある。野旅山層からはまだ時代を指示する化石を発見していないが，層

序関係からペルム系最上部に属するものとみなしてよかろう。

　河合（1967）の川西層は押ケ谷屑・前谷層・野旅山屑をあわせたものに相当する。ただし，

石灰岩層群によって衝上される下位岩盤を構成するものではなく，層序関係・時代のいずれ

からしてもその上位に累重するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　C　芳井層群と介木膚

　1．・芳井層群

　石灰岩台地の南西側に広く露出する砕屑岩層およびこれと石灰岩層群との問の衝上断層帯

にっいては，すでに長谷（1965）の報告がある。いくらか珪質の頁岩を主とし若干の砂岩と

チャートを伴う部分が下部にあり，上部は砂岩と頁岩のさまざまなくりかえしからなる。岩

相お・よぴ地質的位置の類似から，岡山県側，大賀台南方を模式地とする吉村（1961）の芳井

層群（大岳チャート層と三原砂岩頁岩層）に比較され，ペルム紀申期から後期にわたるもの

と考えられている。

　地質図の範囲内にあらわれるものは上部層の一部である。平田・落石・黒瀬付近では，砂

岩と頁岩の数cm～数10　cmオーダーでのひんぱんな互層がよく発達し，その中に頁岩・石

灰岩（Sumatrina　sp．を産する）・各種火成岩などの礫を含む薄い礫岩がはさまれる。石灰岩

台地が近いにもかかわらず，石灰質岩の挾在がきわめて少ないことは注意を要する。いわゆ

る輝緑凝灰岩もあるが，貧弱なものにすぎない。

　2．倉木層

　東城町市街地の北東方，岩瀬戸・大山寺付近には，野旅山層のみかけ上，上位を占めて，

黒色頁岩に加うるに相当量の塩基性および酸性火山噴出物を伴うことで特徴づけられる一連

の累層が分布する。頁岩は若干のレンズ状チャートを伴って最下部に発達する。概して無層

理であるが，ときとして砂質の薄層をはさみ，また擬礫状体を含むところが少なくない。大

山寺南東約300mの谷沿いでは，頁岩中に石灰岩ないし細礫質石灰岩礫岩の小レンズ～ノヂ

ユールが‘含まれ，これからStaff　ella　sp．，　Schwagerina　sp．，　Paraschwαgeγinαsp．，　pseudo．

∫usulina　sP・，　Pa「af　ttstetina　sP・，　Nagatoella　sP・，　Misellina　sp．が検出された。頁岩を主と

する部分の上位には，いわゆる輝緑凝灰岩と淡緑色珪質の酸性凝灰岩からなる（むしろ後者

が優勢，若干の頁岩をはさむ）部分があり，調査地域をこえて岡山県哲西町倉木方面へ広が
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る。この地名をとって全体を仮に倉木層と名づけた（金属鉱物探鉱促進事業団，1969）。火

山岩屑に轡接な関係をもって，夜久野貫入岩類に類似の変閃緑岩・変斑栃岩・変輝緑岩，一

部に蛇紋岩もあらわれている。

　倉木層は前谷一野旅山層と平行的な分布を示すが，後者が上部ペルム系であるのに対して，

前者は1産地の化石資料だけからではあるが中部ペルム系に下がると推定されるので，間に

衝上性断層を考えざるをえない。ただし，これをどこに求めるか，両側の岩相に類似性があ

って容易に決定しえない。なお，全体として倉木層の岩石には舅断・破砕をうけたものが多

いo

IV．石灰岩の性質

　野外にわいて把握される巨視的な層相に対応して，石灰場の微視的性質にどのような特微

があるかを知り，この両面から堆積環境を考察するために，薄片による石灰岩の組織・組成

の検討を行なった。25×30mmないし50×80　mmの1枚の薄片の観察から一つの露頭企体

の岩質を判断することには，石灰場の場合，とくに危険性が少なからず伴うと予想される。

たとえば，薄片試料が石灰呈｝礫2’Sの礫，礁石灰燐の闘隙をうめる砕滑性石灰岩部，あるいは

粒度・組成を異にする互層の一部を代衷するにすぎないという場合がわこりうる。このよう

な危険性をできるだけさけるため，野外の観察によってbh‘頭の三ヒ体を代我するような部分を

試料として採集することに留意し，場合によっては1地点から数枚の薄片を作成した（普通

は1地点1枚）。さらに，採集地点の数を多くとるとともに可能なかぎりそれが地理的・層

序的に調査範囲の全体をわわうようにし，大届的判断に課りをなくすることに努めた。採集

地点数は約1，000に及ぷが，そのうち再結品が進んでいてもともとの岩質の不明のところ，

どの化石帯に含めてよいか層準に問題のあるところなどをのぞくと，600地点あまりの試料

が利川できた。

　石灰措の堆積岨石学的ク｝類と命名はFOLK（1959，62）に従った。原地性礁石灰惜と非原地

性砕冊性石灰腸の2大別，砕lf｝性石灰器にっいては2＆贋にもとつくスパーライト（sparite）

とミクライト（micrite）の区別と，粒子すなわちアロケム（allochem）としてのイントラク

ラスト（intraclast）・ウーライト（oolite）。ペレット（pellet）・化石の最比にもとつく細分が　・

本地域の石灰掛にわいても可能であり，さらにいわゆる石灰腸礫燐（calclithite）があって，

これらが巨祝的な層相の分布に対応して特右な水平的・垂直的広がりを示す傾向がみられる

ので，FOLKの分類の適川は大綱にわいて妥当であると考える。砦石名を与えるにあたって

は，構成要索の旦比を定11㌃的にもとめるべきであるが，木論文は石灰揖の分類と成因のll鞠11

を論ずるのが目的でなく，石灰岩層群全体としての堆積環境と堆積史を把掘しようとするも

のであるから，定性的検討でことたりると考え，定録的取扱いはあまり行なっていない。

　図版IVと第2・3図に石灰岩の岩質の水平的分布と主要ルートにそう垂直的分布をそれぞ

れ示した。主流沿いをのぞいた帝釈川以西の地域は，広範四にわたり熱変成をうけているの

で，岩石学的検討に適しない。石炭系に関しては，中央相で帝釈南部と永野地域，周縁相で

束城川沿岸と為重地域をとりあげ，定量的分析も加えて詳しい検討を行なったが，煩雑にな

るので図ではかなりが省略してある。これに関しては別の機会に報沓されるであろう。
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　1．　断魚渓層

　再結晶の進んでいるものが多いため，ここで検討しえたのは帝釈地域で15，永野地域で

8，その他で5，計28地点からの試料にすぎない。

　本層を特徴づける石灰宕は，塩基性火山岩片と生物遺骸片を含み基質が多かれ少なかれ凝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

灰質のcalciruditeないしcalcareniteである。基質は一般に狭く，性質の不明のものもあ

るが，ごく微細な暗赤色火山物質からなるごとが多く，またやや広い基質をもっものではス

パー質方解石が認められる。砕π｝粒の円磨度・淘汰度はよくない。生物遺骸片としては海百

合と蘇虫が主で，両者がほぼ等猛に存在する場合と一方が他方をはるかに稜駕する場合とが

ある。ほかに石灰藻片・イントラクラスト・ウーライトなども含まれるが，従的なものに

すぎず，ときに優勢になることもないでにないが，それはごく限られている。以上の性質か

ら，一岩石名としては大部分が，火山質あるいは凝灰質のcrinoidal　and／or　bryozoan　biospar・

ruditeないしbiosparite（図版VL　1）と1！乎んでよいものであろう。石灰質成分の増減によ

って，純粋に近い石灰岩から火山砕冊岩までの問に漸移的変化がある。

　一部にalgal　biolithiteカ｛ある。帝釈地域では上述のようなbiospariteに小親模に1・1二われ

るにすぎないが，永野地域ではやや発逮がよくなり，oospariteが間隙部や周辺部をうめて

いるのがみられる。　　　　　　　　　　　　，

　2，　下部猪谷山層

　やはり再結品の進んでいるものが多く，東城川地域で9，為重地域で15，宇山野西部地域

で8，計32地点からの試料を検肘しえたにすぎない。

　断魚渓層と此較しての大きな特徴は，本層の石灰岩ではミクライト質基質のcalcirudite

ないしcalcareniteが顕著なことである（ただし基質部は概して狭く，多少とも火山物質を

含む）。砕暦粒の構成については断魚渓層の場合と類似して海百合片と蘇虫片が多く，また

火山岩片も相当量ある。biolithiteは礫として以外には認めていない一來城川でLonsda．

leoides，　Clisiopltyllteinなどからなるcoraline　biolithiteの巨礫や大礫が含まれるところが

ある。

　上紀のような火山質あるいは凝灰質のcrinoidal　・　bryozoan　biomicruditeないしbiomi．

crite（図版Vlt　3）にチャートが加わるのが本層の代衷的岩相であり，　ときにこれらはひん

ぱんな級化互層（図版VI，　4a，　b）を形成している。為重の一部には，火山岩片や生物遺骸

片が方解石セメントのフィルムで密漕していて基質のほとんどない特異な石灰岩（図版粗，

1）がある。円磨度・淘汰度ともにきわめてわるく，供給源にごく近い堆積物と考えられる。

　3．　　ガく1り1寺層”

　帝釈地域で80，永野地域で96の地点からえられた賦料にっいて検討した。

　無屈理の塊状石灰岩からなるので，岩石学的性質は含イ∫化石とともに層序・構造の解明に

役だっ。水平的にも垂直的にも岩質はかなり変化し，その変化にはきわだった規則性はない

が，Milteγella，　ProプUSttlinella，　FUStdinella，　Fustelinaの各帯でそれぞれある程度は固布の

性質が認められる。全体としてみると，基質部が比較的広く（15％以上）スパー質方解石か

らなる石灰岩が大半をしめ，ことにoo・sparrudite～・sparite　1（図版W，2）が優勢である点
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で著しい特徴がある。局部的にはbio・sparrudite～・spariteとbio・micrudite～・micriteもか

なりみられ，またbiolithite（図版VI，2）が発達するところもある。ウーライトの核を形

成するものとしては，海百合片・石灰藻片・蘇虫片・有孔虫・イントラクラストなどがあり，

核の粒径が大きい場合にはウーライトは皮相的である。

　Millere〃a帯：帝釈地域では本帯の大部分はoo・sparrudite～・spariteからなる。一一部に

algal　biolithiteがあり，ことに断魚渓東方でやや目だつが，ウーライト相との境界は明確

でない。biolithiteの間隙部をうめてpelspariteがある。局部的にはcrinoidal　bio・micru・

dite～・micriteも認められる。

　永野地域でもウーライト相がかなり分布するが，帝釈地域にくらべると，他の岩相の発達

のため相対的には重要度を減ずる。層序的には下部，地域的には南部にcrinoidal　bio・micru・

dite～・micriteが多く，ウーライト相は上部にむかってしだいに顕著さを増す傾向を示す。

巾部には若干のintrasparrudite，　crinoidal　biosparruditeを伴ってalgal　biolithiteが認め

られ，永野の北部一帯でやや著しい。

　P7（抑4s〃1痂〃σ帯：代表的構成岩はoo・sparrudite～・spariteであるが，永野地域の南部

ではalgal　biolithiteのかなりの発達があり，℃rinoidal　bio・micrudite～・micriteを伴って

いる。

　Fttstelinella帯：Pア｛吻s〃’”6〃σ帯にっついてoo・sparrudite～・spariteが主体をなす。

一部でcrinoidal　bio・sparrudite～・spariteが，またごくわずかであるがpelspariteが認めら

れる。

　勲s2〃痂α帯：分布がきわめて狭く，わずか2地点の試料を検討したにすぎない。それぞ

れfusuline　biosparruditeとbiomicruditeで代表され，石灰藻と海百合の破片を少量含ん

でいる。

　4．　上部猪谷山層

　東城川地域で54，為重地域で26，宇山野西部その他で15の地点からの試料について検討を

行なった。

　木層は石灰岩とチャートからなり，とくに下部すなわちMillerella帯の部分にひんぱん

な級化互屑が発達することが多いが，石灰岩についても，永明寺層とちがってoo・sparrudite

～・spariteとbiolithiteはほとんどまったくみられず，ミクライト質基質と海百合の砕屑片

からおもになるbio・micrudite～・micrite（図版W，3）が代表的な構成岩となっている点に

特徴がある。海百合以外のアロケムとして，多いものから順にイントラクラスト・蘇虫片・

石灰藻片・ウーライト・有孔虫・貝殻片などがあるが，このような諸種のアロケムは薄片単

位でみても混在しているのが普通である。ときに海百合にかわってイントラクラストあるい

は蘇虫片が主構成となる場合があり，岩石名としてはそれぞれ別の名称がつけられるが，そ

れらが地理的あるいは層序的に特有のまとまった分布を示すことはなく，露頭のスケールに

おいてもやはり混在的である。チャートと細互層をなす石灰岩の一部には，珪質海綿の刺に

とむ（海百合片や蘇虫片も伴う）biomicrite（図版Va，4）があり，また自生石英の散在す

るものも認められる。

　本層の一部，とくに上部には，同時的な永明寺屑に由来すると考えられる石灰岩礫のほか

＼
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に，E7240訪ン7α帯の石灰岩礫をも含む石灰岩礫岩が挿入されることがある。このような礫岩

は後述の禅仏寺谷層とイ∫頭層にとくに顕著であって，下位化石帯の礫を相当皿含むという点

でFoLKのいうcalclithiteの名を与えてわくが，下位といっても地域的・時代的に一連の

堆積盆地内に形成された地層であるから，本来の定義に適合するかどうか問題であり，串実，

そのような礫の減少あるいは全体としての細粒化に伴って，イントラクラスト石灰岩との区

別はっきにくくなる。

　Mi〃〃6〃α帯：　本帯の石灰腸はわもにbio・micrudite～・micriteからなる。アロケムに

関しては，海百合片を主とし10～20％程度のイントラクラストと蘇虫片を伴うものがもっと

も多い。粒度の点ではareniteがruditeをやや稜駕する。上位に近い層準にcalclithiteが

挾在されることがある。下位に近くalgal　biolithiteがみられるが，規模がごく小さく，そ

の位置からしても，この場のものか永明寺層からの外来岩塊か判定できない。

　．Profusuli7tella；IIF：　蘇虫の破片を3～10％程度伴うcrinoidal　bio・micrudite～・micrite

がおもな構成場で，一部にintramicruditeやcalclithiteもあるが顕著なものではない。

Millere〃α帯のものよりもやや粗粒となり，　areniteよりruditeが卓越する。

　Fusttlinella帯：　束卿ll地域の南部ではProfustc！iizella；l　l｝の石灰岩と同様の雄質をも

つが，同地域の北部と為重地域ではcalclithiteが優勢になる（宇lll野西部にも若干みられ

る）。石灰場礫の大きさは普通数cm以下，ときに10　cm租度で，來城川から宇山野へむか

ってノJ、さくなる傾向がある。

　5．　　笥tllltMS・Nyi

　検討した試料は宇那田地域で32，宇山野呂・三原野呂地域で76の地点からえられた。

　木層の石灰岩は，砕滑性のものについてみると，基質の点ではスパーライト質，粒度の点

では礫岩大のものが卓越する。アロケムに関しては化石，とくに紡錘虫にとむものが多く

（このことが粒度に関連するであろう），その他，海百合片・蘇虫片・ウーライト（皮相的な

ものが多い）あるいはイントラクラストを主構成とするものもある。これらのアロケムは薄

片単位でも混在しており，また露頭のスケールでも，紡錘虫を主構成とするものは本層のと

くに中上部で比較的まとまった分布を示すが・その∫也のアロケムが主となるものはむしろ届

部的・混在的である。企体としてみるとき，ウーライト相がそれほど顕著でなく生物砕屑相

が優勢であることが，同じ中央相でも永明専層とくらべての特徴といえよう。場所によって

はbiolithiteがよく発達する。

　周縁の石炭系あるいは上位の押ケir）Jiyiと接する付近には，　calclithiteやcrinoidal　biomi・

cruditeないしintramicruditeがかなりあり，中央相から周縁相への，あるいは石灰堤｝層群

から砕冊岩層群への岩質の移化が暗示される。

　Psettdoschwagerina帯：　宇那田地域では，　fusuline　biosparruditeが主体をなし，とこ

ろによってoo・sparrudite～・spariteを相当虻伴う。一部にalgal　biolithiteがみられ，また

血suline　biomicruditeもわずかながらある。石炭系上に不整合に重なるにもかかわらず，

calclithiteはここにはほとんど発逮しない。　　　　　　　　　　　　　　、

　宇山野呂地域では，おも，に同時的石灰岩礫からなり，わずかに石炭紀石灰岩礫をも含むも

のが下部（南縁部）にみられる。後述の禅仏寺谷一有頭層のcalclithiteにくらべると，同
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時礫がはるかに卓越する点で異なる。この部分をのぞけば，bio・sparrudite～・sparite（図版

靱，6）とoo・sparrudite～・spariteが混在して分布するところが多い。　fusuline　biosparru・

diteはP躍ψ‘ε〃∫72α帯一Neoschwagerina帯にくらべると少ない。まとまった大きな分布

は追跡できないが，ところどころにalgal　biolithite（図版VII，5）（Palaeoaplysi｝ta　laininae・

for〃nisが主体のものもある）が認められる。露頭でみると，　biosparruditeと不規則にいり

まじってオ」・り，しばしばvoid　mlingやframe　structureが観察される。　algal　biolithiteの

発逮は三原野呂南部ではより顕著になる。

　P8〆ψ‘5〃’724帯：　5t山野呂地域の本帯の大半はfusuline　biosparrudite（図版Ve，1）

・で構成される。西緑部には，biosparruditeに伴って，Pseecdoschwageri7za　“ti｝の下部にみるよ

うな主として同時礫からなる礫岩が分布する。押ケ谷層に近接するところでは，intraclast・

bearing　biomicruditeがあり，石灰藻・海百合・郵虫などの破片を多く含むが，紡錘虫は大

型のものがほとんどなくなっている。

　Neoschtvagcriita　；liF：鼓下部にPα7ψ‘ε〃∫72α帯以下の石灰岩礫を含むcalclithiteが局

部的にあるのをのぞいては，ほとんど全層がfusuline　biosparruditeからなる。石灰藻や海

百合の破片をかなり伴うこともあるが，それらが主構成となることはぽとんどない。

　y々δ8f72σ帯：　いわゆる保元層を含めた本帯の石灰岩は，基質部の広い（20～40％程度）

fusuline　biosparruditeとintrasparruditeが主であり，局部的にbiolithite　（図版1皿，2）

を伴う。後者の分布は保元付近に限られ，石灰藻を主構成とするものが多いが，一定方向を

むいた群体さんごを含むところもあり，悶隙部や凋辺部をうめてかなり広くbiomicriteが

認められる。

　6．　禅仏専谷層・有頭屈　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・

　検討した獣料は禅仏寺谷層で92，右頭層で26の地点からえられたものである。

　両層ともcalclithite（図版Va，3，4）の著しい発逮で特徴づけられる。石灰岩礫は，屈

序の項で述べたように，淘汰度。円虐度ともにきわめてわるく，ふつう細礫～中礫大，まれ

には巨礫大に及び，多くは亜角礫状である。東城川流域から為重をへて宇山野西部にむかい

礫の大きさが小さくなる傾向があり，これは上部猶谷山層に挾在されるcalclithiteの場合

と調和的である。礫種は，中央相の同時代層に山来すると考えられるものと，同じく中央相

の石炭系（イ了頭層の場合は中下部ペルム系も加わる）に山来すると考えられるものとからな

り，岩質の上でもさまざまである。礫闘はcrinoidal　biomicruditeあるいはfusuline　bio．

micruditeでうめられている。スパーライト質のものは礫として以外には盟められない。

　有頭層のcalclithiteではミクライト質石灰岩の礫がかなり含まれ，同じくミクライト質の

基質部もやや広く，全体として暗色をおびてくるので，禅仏専谷層との野外での識別は比較

的容易である。同時礫に対してより古い時代の礫が相対的に多くなることも注目に値する。

また多少とも破損6磨滅したneoschwagerinidsが礫間の基質に多産することがよくあり，

禅仏寺谷層ではschwagerinidsの産出のほとんどが同時礫からであるのと対照的である。

、

7．　上位砕Ti岩層群に挾在される石灰岩

押ケ谷層で19，前谷層で20の地点からの試料を検討した。

、
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押ケ谷層：　束城川西岸に比較的大きなレンズ状体として黒色頁岩中に挾在される石灰岩

は，基質部の広い（40％以上）intramicruditeないしfusuline　biomicrudite（図版皿，6）

から．なる。海百合・蘇虫・石灰藻・貝殼などの小破片もかなり含まれるが，これらが主構成

となることはない。東城川その他の地域に小レンズとしてあらわれるものにはcalclithite

もある。

　前谷層：　石灰岩は小レンズとして含まれるのが普通であり，大部分はcalclithite（図版

va，5）で代表される。石灰岩礫としては石炭紀とペルム紀の各時代のものがあり，岩質的

にも多種多様である。頁岩や火山岩の礫もそれほど多くないが混在する。禅仏寺谷一有頭層

のcalclithiteにくらぺると，概して粒度が小さく淘汰も良好であり，．より暗色を呈する。

基質部はふつう10％以下で，砂ないし泥からなる（ごく一部に細礫質のもので基質が30～40

％に達するものがある）。　neoschwagerinidsは有頭層の場合と同じく，多少とも破損・磨

滅して塞質中に産することが多い。

V．地　質　構　造

　調査地域は，古生界の層相と地質構造上の特徴から，一次的には，帝釈石灰岩層群と上位

砕屑岩層群で占められる主部，芳井層群で占められる南酉縁部および倉木層で占められる北

東縁部の3構造単元に分けられる（図版1）。

　1．芳井層群と倉木層の構造および石灰岩層群との関係

　芳井層群は，地質図の範囲内では，北西一南東に近い一般走向をとり，北東へ傾斜する

（複背斜の北翼部があらわれているものである）。、したがって，見かけ上は石灰岩層群の下位

に位置するが，両者の時代からすれぱ，正規の累重関係にあるものとは考えられない。落石・

永野和田間では，芳井層群最上部と石灰岩層群最下部にはさまれた幅約1．5kmの間に，西か

ち束へ順に，塩碁性火山岩層・砂岩頁岩互層・上部石炭紀石灰岩層・塩基性火山岩層・中下

部ペルム紀石灰岩層と，層序単元を異にする地層が，比較㊨商角度の断層を境にしてあらわ

れている。これを南東へ追跡すると，あるものは消滅し，ついに堵迫付近では両側の芳井層

群と石灰岩層群が直接，接するようになる。．北東では化石の産出がなく明確さを欠くが，や

はり異なる単元の地層の交互する露出がある。全体としてみるとき，芳井層群はかなりの幅

をもっ断層帯を間において石灰岩層群に衝上されているものと解される。詳細は長谷（1965）

がすでに報告した。

　倉木層も，地質図の範囲内では，西北西一束南東に近い一般走向をとり，北へ中程度の角　，

度をもって傾斜する。したがって，上位砕屑岩層群のさらに上位に累重するようにみえるが，

皿章で述べたように，この場合も両者の時代から推して衝上性断層を想定せざるをえない。

倉木層に相当する地層と夜久野複合岩類に類似の火成岩類で特徴づけられる地帯は，地域の

北側をとおって西方へ延び，比婆郡西城町に達する。

2，　帝釈石灰岩層群と上位砕冊岩層群の構造

帝釈断層は，帝釈川に沿って始終郷・帝釈・犬瀬と，北束系後成断層で多少のずれをみせ

亀
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ながらも，北西〒南束方向に延び，犬瀬以南ではやや不明確になるが，来へ変位して近E｛．・

郷原を走る。断層に沿っては，かけ離れた層序的位置を占める地層がはさみこまれるところ

がある。

　帝釈断層の南西側台地では，岩層の分布から大局的には水平に近い構造が推定される。す

なわち，最下位の断魚渓層は谷沿いの低地にあらわれ，最上位の押ケ谷層は台地上の高所を

占める傾向がある。ただし，必ずしも谷沿いだけでなく，やや高い位置にまで断魚渓胴の露

出するところがあり，さらに個々に測定される走向・傾斜はかなりの変異を示し，急傾斜の

場合もあるから，低次の摺山がその中にくりかえされているにちがいない。南方の永野・宇

那田一帯では，西側に断魚渓層の主要な分布があり，來側台地上をPεoκ405σ1π〃σ867∫πα帯の

石灰器がおわっているので，わおまかにはごく緩やかに来方へ傾斜するものとみなされる。

　帝釈断層の北来側では，北西へ沈下する軸をもつ半ドーム状背斜と走向性衝上断層が主要

な構造をなしている。背斜の頂部に相当する三原野品・宇山野呂では，宇山野層のPsczedosch・

wagerilza帯一ParafteStelina帯の石灰揖が広がり，その北・東・西の三方に，上部Neoscli－

zvagerina　；Ilr－　Yabeina帯の石灰場ないし押ケ谷層で代表される砕冊岩が欝出する。三原野

呂・宇山野呂では化石帯の分布からみて水平に近いらしく，これをはずれるにっれて外側へ

傾斜するようになる（いわゆる保元層の石灰岩は，宇山野呂西方で南北方向の延びと西への

傾斜を示し，また來城川沿いでは押ケ谷層の頁岩が，北西一南東方向に走り中租度の角度を

もって來へ傾斜している）。

　上記ペルム系の外側，見かけ上の上位に石炭系があることで衝上断層の存在は明白であり，

犬瀬付近から金原北西・為重谷・河内と，後成断層で多少は変位しながらもよく追跡される。

相原から金原北方にかけては並走的な断層があり，これによつてペルム系中に石炭系がくさ

び形にはさみこまれている。

　下部猪谷山層から野旅山層にいたる各層は，酉側で南北ないし北々酉一南々來，北来側で

酉北酉一束南束ないし北酉一南来の一般走向をとって順次配列する。烏賊塚・前谷・後谷付

近での分布上の屈曲は半ドーム状背斜の軸部に対J、i；するものであろう。來城川沿いでは，前

記衝上断層に接してこれと平行する転倒した背斜がある。その他，走向・傾斜の変異が低次

の摺山の存在をものがたっている。傾斜は平均的にみれぱ中程度（30～60°）で，下半部よ

りも上半部でやや急になる傾向がある。帝釈断層に近づくと，往々にして垂直となり逆転部

さえ生じるにいたる。

　以上を要するに，帝釈石灰揖層群と上位砕滑埴｝層群の一次的構造は，軸部と翼部の問を衝

上性断層が走るドーム状の一大背斜と，これに隣接する水平構造の部分からなっている。水

平構造の部分は，もう一つのドーム状大背斜の軸部を代表するものであろうか。もしそうで

あるとすれぱ，帝釈断層は介在する盆状向斜を切断し，その過半部を隠蔽する南酉側からの

衝上性断層とみなしうるかもしれない。後成の北來系および北西系断層は多数存在し（とく

に前者が目だっ），主要構造に修飾・変形を与えているが，その程度はあまり大きいもので

はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　石灰岩層群と砕冊岩層群の関係にっいては，これをすべて低角度衝上とし，後者上に前者

が押しかぶさるものとする見解がある（河合，1967）。たしかに地質構造単元を異にする芳

井層群は，低角度かどうかは問題としても，石灰岩層群と衝上関係にあるが，岡じJit元内の
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第4図　帝釈石灰岩濟群（イぎ頭膚）と上位砕燈岩層群．（前谷贋）の関係を示す露頭のスケッチ，

　　　上：下川西，下：前谷

　　　　　　Ls・cg：石灰岩礫岩（右頭層），　Tf：酸性層灰岩（前谷層），

　　　　　　Bs：塩基性火直岩（前谷層），　S：未固結砂礫，　Ft：小断層

砕屑岩層群についてみれぱ，その主体をなす前谷層は，石灰岩層群をとりまいて上位，側方

に累重しており，時代的にもこれと連続するものであって，石灰岩層群下に潜入・伏在する

ところを箪者らはみていない（高角度断層で接するところはある）。東城・帝釈間の県道に

沿う2露頭での両者の関係をスケッチで示す（第4図）。押ケ谷屑も，一・部で衝上されると

ころはあるが，分布からして石灰岩層群を被概するところが多いとみなさざるをえない。

VI．堆積環境と堆積史

　西常口本内帯に点在する石炭・ペルム紀の大石灰岩体にっいては，これを海底火山丘上に

形成された礁に比較する見解が，すでに10数年前，矢部（YABE，1958）によやて提示された。

河野（KAWANo，　1960，　61）も，中国地方西部における非変成古生界の層相とその配列から，大

石灰岩体形成の場を非石灰質岩層の堆積域に囲まれた“median　swelr’であるとし，礁ある

いは堆を想像した。その後，秋吉台に関しては，石灰岩の堆積岩石学的研究が進められ（衛

藤，1967），巨視的ならびに微視的層相の解析にもとついて，地向斜海域内での生物礁複合

体が復元され，現在の環礁に比較させてその形成史が論じられた（太田，1968；OTA，　SUGI－

YAMA＆OrA，　1969）・国外では，米国南西部のペルム紀℃apitan　Reef．の研究（N聡wELL　et

al．，　ig53＞をはじめとして，地質時代の礁をとりあっかった論文が少なからずある。
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　策者らの一人，横山（1960）は，帝釈台のNeoschwagerinq　7il｝に塊状相（非礫岩質石灰岩

相）・礫状相（石灰岩礫岩相）・砕冊相（砂岩頁岩相）の区別があり，これらが中央隆起部

の存在を暗示するかのような配列をとっていることを指摘し，堆積時の中央隆担部が後の

ドーム状背斜に発展したであろうことに言及した。．Neoschwagerina　tll｝の時代だけでなく，

それ以前から類似の配列が継続していたであろうことは，横山（1959）の当時の調査結果か

ら容易に推測できる。以下，前章までに紀述してきたごとにもとづき，本地域の石炭・ペル

ム系の層相分布と層相発逮を総括しつつ堆積環境と堆積史について考察を進める（図版V）。

　　　1．石炭紀

　　　　a　海底火山丘の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　石灰岩の厚層が塩基性火山岩類を基底にして堆積をはじめたことは，中国地方の各台地に

　　すべて共通的である。帝釈台にお・けるこの火山墳出物の発達状態をみると，中央相とした断

　　魚渓層では塊状でかなりの厚層に述するものがあり，石灰岩以外の爽雑物をもたないのに対

　　し，周縁相の下部猪谷山層ではチャートがかわって主岩相となり，火山物質はその挾在こそ

　　少なくないが∬さをはるかに減ずる。また，ここではある秘度の淘汰と円慶をうけた含石灰

．　岩礫火山礫岩がかなりはさまれ，一部には砂岩や頁岩を伴うところもある。断魚渓層よりも

　　下部猪谷山層の方が火山噴出の中心を離れた位置にあったと推定されよう。

　　　石灰岩は，火山物質が上位にむかって減少するのに伴って，中央相ではかなりの発逮をみ

　　せる。スパーライト質のものが多いこととアロケムの主要構成が示すように，ごく浅い海に

　　お・お・われた平頂な火山丘上に海百合と蘇虫の繁栄があり，局地的にはalga1・coraline　bioli・
＿．駈　　一．‘　　＿t巴　．　．．．．＿．＿h、一．．＿＿．　　．　．　　．　．e
　　thiteの存在で示される小規模な礁も形成されはじめたと考えられよう。周縁相の石灰岩に

　　ついては，上部猶谷山層と共通する点が多いから次項に述べる。

　　　　b　礁の発逮

　　　断魚渓層上に重なる永明寺層は無層理の石灰岩からなり，他の爽雑物をまったくもたない。

　　石灰岩はスパーライト質のものが主体をなし，しかもoo・sparrudite～・spariteが卓越する。

　　このことは，波浪や潮流による動揺の激しい，いわゆる高エネルギー下の浅海環境がここ

　　で支配的であったことを意味するにちがいない。Bahama　Banks（ILLING，1954；NEwELL，

　　1955）の更新世および現世堆積物にウーライトが顕著であることが想起されるであろうか。

　　海百合その他の坐物遺骸片も砕冊性石灰岩の構成要素として必ずしも少なくないし，一部に

　　はbiolithiteもあるから，全体としてみるとき，礁が明らかな形をとってここに発逮したと

　　推定されよう。

　　　秋吉台では，原地礁性石灰岩やスパーライト質の生物砕凪性石灰岩・ウーライト質石灰岩

　　からなる“true　reef　facies”の内側に，ミクライト質石灰岩で特徴づけられる“1agoon　facies”

　　が発達するとされている（太田，1968）が，帝釈台では，このような典型的な礁湖相と考え

　　られるもののまとまった広い分布がない。それは，環礁というよりも中央に礁湖をもたない

　　卓礁（table　reef，　platform　reef；MacNEIL，1954）の規模の大きいものといった方がよさそ

　　うである。bio・micrudite～・micriteの局部的存在は，礁平坦面上に散点する静水域を示す

　　と考えられよう。　．

　　　下部猪谷山屈上に重なる上部猪谷山層は石灰岩とチャートからなり，その中で石灰岩優勢

＼
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部一石灰岩チャート互層部一チャート優勢部の移化が水平的にも垂直的にも認められる。砕

屑性石灰岩とチャートのひんぱんな互層が，下位層から続いて本層でもとくにMillerella

帯の部分に特徴的である。砕屑性石灰岩はミクライト質基質の中に海百合・蘇虫・石灰藻・

貝殻の破片，有孔虫・イントラクラズト・ウーライトなどを混在させており，粒子の淘汰度

と円磨度は悪く，粗粒から細粒へ，さらに珪質石灰岩ないしチャートへと級化層理を示して

いる（石灰岩中に二次的交代作用による珪質部の小塊が含まれることも注意を要する）。そ

れは，礁縁付近に起源をもつ浅海生物遺骸や石灰質岩片が，前礁斜面にそって運搬され，よ

り深い低エネルギー下の水域で，その場の正規の堆積物であるチャートと互層しながら集積

したものとみなされ，運搬・堆積にあずかった営力として乱泥流を想像することができよう。

ライン頁岩山地の中・上部デボン系と下部石炭系で報告された礁石灰岩周縁のallodapic

limestone，すなわちlimestone　turbidite（MEIscHNER，1964；PLEssMANN，1964）に比較が可

能と考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　東城川沿岸と宇山野呂地域，すなわち半ドーム状構造の北東側と西側をくらべてみると，

級化互層は北東側に発達がよく，西側では石灰岩の挿入が減少しチャートが卓越する。すな

わち，前者よりも後者の方がより礁本体を離れた位置を示すものとみなされる。同じことは

次に述べるcalclithiteの発達状態からも推測され，ペルム系についてもいえるであろう。

　calclithiteの挿入は，上部猪谷山層ではおもに東城川と為重地域で数層準にみられる。あ

とでペルム系の場合に述べるように，これらも礁縁付近の石灰岩の破壊による岩屑が注入さ

れたものであり，岩冊には下位化石帯に由来するものも混入しているから，礁平坦面はとき

おりいくらかの上昇・削剥をうけたと考えられよう。とくにF協π1動θ11α帯にこのような

calclithiteが比較的顕著なことは，永明寺層中の同帯基底に局部的不整合があることと対応

している。この不整合は，飛騨山地福地の一の谷層で報告されたもの（猪郷，1961）に比較

されるであろう。　　　　　　　　　・

　2．　ペルム紀

　　a　礁の拡大

　石炭系とペルム系の間に不整合がありMoscovianの一部とUralianが欠如していること

はデ秋吉台その他の台地の場合と同様である。宇山野層は永明寺層と同じく無層理の石灰岩

（一部石灰岩礫岩）からなり，他の爽雑物をほとんどまったくもたない。石灰岩はスパーライ

ト質のものが大部分を占め，その申でも生物砕屑性のものが卓越するが，ウーライト質石灰

岩も少なからずある。下部ではbiolithiteが石炭系におけるよりも顕著な発達をみせる。ミ

クライト質基質で特徴づけられる石灰岩の分布は限られ・スパーライト相と混在していて・

その内側を広く占有するということはない。したがって，ここでも永明寺層の場合と同様に，

全体として高エネルギー下の浅海環境が支配的であった卓礁に近いものを想像することがで

きよう。主岩相であるfusuline　biosparruditeは，太田（1968）が“beach　sand　facies”と

したforaminiferal　sandy　limestoneに酷似する。

　禅仏寺谷層と有頭層はほとんどまったくcalclithiteからなり，わずかにレンズ状チャー

トをはさむ。calclithiteは，その性質から，礁縁付近の石灰岩に由来する岩屑が前礁斜面

に集積したものと容易に推定でき，flank　breccia（AuBoulN，1968）に相当するものとみなさ
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れる。石灰岩礫はきわめて悪いながらもある程度の淘汰と円磨をうけ，biomicruditeがその

間を充横しているから，単なる海底地とりないし転落によ．る雌錐ji髭積物とするよりも，乱泥

流の作用の加わったものとする方が妥当であろう。地とりないし転落による堆積時擾乱構造

はほとんど認められない。

　周縁相といっても，棟仏専谷一イ∫頭層は下部猪谷山一上部猪谷山層にくらべて粗粒相で代

表されるから，礁本体により近い位置を示し，そのようなものがより礁を離れた相の上位外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
側に累重していることは，ペルム紀にはいり礁複合体が拡大したことを意味するであろう。

　イ∫頭層のcalclithiteは，祁仏守谷層のものよりも下位化石帯の礫の混入が多く，またミ

クライト質の基質が広い（礫にもミクライト質のものが多い）。このことは，阿哲台の先槙

不整合（今村，1959）に対応する不整合が帝釈台でも上｝・’HS　Neoschwageri｝za　；11Fの基底にある

こととともに，ペルム紀中期後半｝こ礁の上昇・削刺が顕著であったこ．とを物籍り（礁縁付近

に化石帯の欠如の大きいところがある），同時に，禅仏専谷層から有頭層をへて次の前谷胴

へと堆積位置が順次礁本体を遠ざかっていく過租を暗示している。

　　b　礁の衰退

　ペルム紀後期になると陸源砕滑岩が卓越してくることも，中国地方中部の各台地に共通す

る現象である。帝釈台では，一部に前時代のものと類似の岩質をもつ石灰岩の堆積が続いて

いるが，中央相の大部分は押ケ谷層が代衷する無層理の黒色頁器でi1iめられるようになる。

それまでの阜礁状の礁が沈降によって外周の一部を残して消滅し，中央部に生じた礁湖状の

静水域に，ミクライト質石灰場を散点させて泥質岩の堆積がはじまったとみなされよう。押

ケ谷層と次記前谷層をっなぐような形で，頁岩と石灰騰の礫にとむきおめて未成熟な礫君が

顕著な発逮をみぜるところがある。礁湖と外海を連絡する水路がここに示されているのであ

ろう。

　礁平坦而上の砕冊岩相を代表する押ケ谷層が比較的薄いものにすぎないのに対して，礁側

面の石灰揖礫岩相一有頭層一の上位に重なる前谷層は，級化屑理の発逮した砂腸頁滑互

層を下部とし，主部は砂岩の瓦‘層からなっていて，全体の厚さは1，000m内外に逮する。こ

れは礁周辺の沈降部を塊めたてうっ堆積したものであり，次の野旅山胴のチャートと泥質岩

はそのさらにJJd辺に4ミじた沈降部に集秋したものであろう。すなわち，礁のitX上ではなくそ

の外側に順次累重するものであるから，《のような厚層の堆積に見合うほどの礁自体の沈降

を考える必要はない。calclithiteのレンズの挿入も上位外側にむかうにつれて減少する。砕

屑岩の供給源の問題は未解決である。

　Neoscl；teageri7ia帯上部からYabeina帯にかけて，火山噴川物の挿入がかなり顕著で南

り・とくに酸性宕を伴うことは注目に値する。塩基性場については，輝緑措質あるいに枕状

溶岩様のものがあって比較的近い場所での噴川が示唆されるが，酸性のものはすべて細粒か

っ層灰岩様であるから，活動そのものはかなり離れたところに求められるであろう。おそら

くは，，中央非変成帯の南北両側にそう三郡帯ないし舞鶴帯（倉木層分布地域もその一部か）

にみられる酸性火山砕1冊岩類（長谷，1963，64）に比較されるものであって，中国地方にわ

けるペルム系の対比の1規準となりうる。

ノ
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　3．分　　布

　石灰岩層群と上位砕屑岩層群の分布が帝釈断層によって北東側と南西側に2分されている

ことはすでに述べた。北東側では，中央相の宇山野一押ケ谷層をとりまいて，周縁相の下部

猪谷山一上部猪谷山一禅仏寺谷一右頭一前谷層が順次半円状に発達しており，ペルム系に関

しては礁複合体としての配置関係がよく保持されている。石炭紀の申央相はここでは露出す

るにいたっていないが，上記のようなペルム系の分布から推して，また周縁相の砕屑性石灰

岩の構成物質が礁から由来したものとすれぱ，宇山野層の下位にそれが潜在する可能性はじ

ゅうぶんにあり，石炭系に関してもペルム系と同様の配置関係があoたであろうことが想像

できる。　　　　’　　　　　　　　　　，

　南西側では，熱変成のため全域にわたっての層序と層相の把握が困難な点はあるが，断魚

渓一永明寺層の分布が広く，一部で永明寺層をおおって類似の層相を示す宇山野層があり，

また押ケ谷膚に比較される砕贋岩もところどころにみられるから，石炭系・ペルム系ともに

中央相が主体を占めるものとおもわれる。周縁相に相当するものは，ここでは北東端や南西

縁にごく局部的に露lllするにすぎない。しかし，本来は中央籍をとりまいて帯状に発達して

いたと解すぺきであり，それが今圓局限されているのは，一方では芳井層群との間の断層帯

によって，また他方では帝釈断層によって切断・隠蔽されたためであろう。

　以上からすると，石炭紀とペルム紀を通じ，介在する沈降部で2分された礁複合体が，こ

の地方の古生界の帯状配列に平行的な北西一南東方向の延びをもって存続していたようにみ

える。その規模は，2分されたおのおので，ほぼ長径10km強，短径数kmに達するが，

断層による距離の短縮と，南東方で白亜紀火山岩層下に潜在することとを考慮すれぱ，さら

に大きなものになるにちがいない。芳井層群と愈木層はペルム紀中期から後期に及ぷ非石灰

質岩の厚屑であり，前谷一野旅山層より竜さらに外側の沈降帯を代表するものとみなされる。

ただし，芳井屑群の現在の位置は本来よりもはるかに礁複合体に接近させられているであろ

う。　　　一

　4，　地質構遭との関係

　層相分布で示される堆積時の古地理と現在の地質構造との関係をみると，その閥にかなり

の調和性があるかのようである。すなわち，帝釈断層の北東側では，半ドーム状構造の頂部

を占め，大局的には水平に近い構造をとって申央相f）｛あり，翼部に外側へむかって中程度

（ときに急角度）で傾斜する周縁相が分布する。南西側でも申央相のおおまかな構造は水平

に近い。

　このことは，しかし，堆積時における隆起部と沈降部の分化が胚芽構造を示すものであり，

引き続く摺曲および衝上の形成にあずかった変形運動に連続するものであるということを必

ずしも意味しない。衝上性断層による昇降関係と本来の隆起部・沈降部の昇降関係は，一致

するところもあるし逆のところもある。この問題についてはこれ以上論述する資料がない。

VII．　あ　と　が　き

本論文は，西南遜本内帯における代表的石灰岩台地の一っである帝釈台とその周辺一一帯の
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　　　　　　キ

石炭・ペルム系にっいて，層序区分を行ない層相と地質構造を明らかにしたものである。と

くに，野外で認畿しうる巨挽的層相にもとついて中央相と周縁相を区別し，石灰岩の微視的

性質にもこれに対応してそれぞれに特徴があることを示し，結論として，中央相は礁平坦面

上の堆積物を，周縁相は前礁斜而ないし底部の堆積物を代表し，一体となって卓礁状の生物

礁複合体を構成していることを述べ，その発達史を考察した。

　基礎としての化石層序区分により精緻さが要求され，とくに環境と関連しての生物相の時

間・箆問的分布の解析がさらに必要であることはいうまでもない。また石灰岩の性質にっい

ての定jVg的検討も今後進められるべきであろう。

　中国地方の中部には，帝釈台と並ぷ石灰岩台地一大賀台・阿哲台などが比較的近接して

発達している。これらにっいても，ここで述べた中央相と周縁相の対立と同様の層相の対立

があるごとを，長谷と沖村は最近の調査で認めっっある。各台地における層相分布が明らか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へになり，台地間に介在する非石灰質岩層とも関連づけて全体としての配列が把握されたとき，

この地方一帯における古生代後期の古地理と古生界のつくる地質構造はその複雑な姿をさら

にはっきりとさせてくるであろう。
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4a，　b．　Crinoidal　bio・micrudite～・micriteとチャートの互層にみられる級化層理，下部猪谷山層，

　Endothyra帯，　a：TIDYM　1，　b：　TM　44．

図版V皿　右灰岩の顕微鏡写真

　1．基質部のほとんどないbryozoa・bearing　crinoidal　biomicrudite，．下部猪谷山層，　Eiidotl2Yra

ウ
臼
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帯，TM　41．

Oosparite，永明寺層，　Fttsttlinella帯，　TNICH　14・

Crinoidal　biomicrudite，上部猫谷山層，　Ftisteline〃a帯，　TM　81・　　　　　　　　’

珪質海綿の刺にとむbiomicrite（海百合片も含まれ，部分的に石英で交代されているところ

がある），上部猪谷山層，Mi〃ere〃α帯，　TM　42B．

5．Algal　biolithiteとfusuline　biosparrudite，宇山野層，　Psettdoschwagerina帯，

　6．　Biosparite，宇山野層，　Psettdoscltzvagerina帯，　TNDA　4・

図版田　石灰岩の顕微鏡写真
　1．　Fusuline　biosparrudite，宇山野層，勲742’5κ〃，2α帯，　TUYM49・

　2．Biomicriteで間隙部が充斌されるalgal　biolithite，宇山野層（いわゆる保元層），

　　Yasumoto．
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Calclithite，禅仏寺谷層，　Psettdosclttvagerina　，II｝，　TG　22・

Calclithite，有頭層，　Neoscliwagerina帯，　TG　41・

Calclithite（墓質部はシルト質），前谷層，　Yabeina帯，　SPY　2・

Fusuline　biomicrudite，押ケ谷層，】晦δ8’〃σ帯，　TKsh・

TUYM　20．

Yabeina帯，
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